
広
報

O M A C H I No.1025

6
2016年（平成28年）

関連記事は２〜３ページに掲載

主な内容
❷　特集　大町市初のオリンピック選手誕生！
❹　災害に備えて防災・減災
❻　北アルプス国際芸術祭2017　～信濃大町　食とアートの廻廊～
　「アート・プロジェクト募集」を開始しました

❼　自治会加入促進強化月間　やさしさをまちづくりに！
�　市民スポーツ祭夏季大会
�　第33回大町アルプスマラソン
�　平成29年４月採用　大町市職員募集
�　信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌
�　国営アルプスあづみの公園　全園開園
�　生涯学習
�　情報ステーション

写真提供 公益財団法人日本バドミントン協会
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日本バドミントン協会の記者会見でリオ五輪
出場内定選手９人がそろった

　日本バドミントン協会は５月９日、リオデジャネイ
ロ五輪の出場内定選手を発表し、大町市出身の奥原
希
の ぞ み

望さん（日本ユニシス）が女子シングルスで選出さ
れました。
　奥原さんは大町南小学校、仁科台中学校出身の21
歳。昨年は、オリンピック、世界選手権に次ぐスー
パーシリーズに参戦し、９月の「ヨネックスオープン
ジャパン」でシリーズを初優勝すると、12月にはこの
年の世界上位８選手のみが出場する「スーパーシリー
ズファイナルズ2015」で、日本女子シングルス初の
優勝を成し遂げます。ことし３月には106回を数える
伝統の「全英オープン」で、日本勢として39年ぶりと
なる優勝を果たしました。
　世界バドミントン協会が、昨年５月から１年間の国
際大会の成績により算出した世界ランキングで５位
になり、オリンピック出場枠の16位以内を達成しま
した。
　味の素ナショナルトレーニングセンター（東京都）
で開かれた五輪出場代表内定選手記者会見には、選
出された男女合わせて９人の選手が出席。テレビ局
や新聞社など多くの報道陣が詰め掛け注目される中、
奥原さんは「初めてのオリンピックだけど、自分らし
い最高のプレーをして、最高の舞台で頂点に立てる
ように頑張りたい」と抱負を語りました。
　今回、日本バドミントン協会が選出した選手は、日
本オリンピック委員会（ＪＯＣ）へ推薦され、ＪＯＣの
承認を経て正式に決定します。

スーパーシリーズ「ヨネックスオープンジャ
パン」で初優勝。その後も快進撃が続く

正月の帰省時に小学校時代所属した大町
キッズと交流。後輩がエールを送った

特別栄誉賞受賞式には約250人が出迎えた。
五輪出場で市民の期待も高まる

小さい頃、子どもみこしにも参加した地元の
一本木神社で３月、家族と共に必勝祈願

※１ 写真提供　公益財団法人日本バドミントン協会

※１ ※１

※１
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父・圭
き よ

永
な が

さんに聞く
娘・奥原希望さん
　３兄弟の末っ子として産まれ、活発で
負けず嫌い、姉と兄の行動を見て立ち回
る要領がいい子でした。
　当時赴任した大町北高校でバドミント
ン部の顧問だったこともあり、小学１年
生の頃から時々子守りがてら連れて行き
ました。クラブチームの大町キッズも立

ち上がり、兄弟３人がバドミントンを始めました。ピアノや水泳、
スキーなどいろいろなことをやっていましたが、バドミントンで
は主顧問の先生に誘われた大会に出て全国大会へ進んだことや、
北高で先生や生徒によく面倒を見てもらったおかげでだんだん上
達し、小学６年でのアジアユース優勝で世界を意識し始めました。
　中学２年からは、池田町のＮＰＯ法人ノースアルプスバドミン
トンアカデミー（ＮＡＢＡ）で、ジュニアナショナルチームのコー
チも務めた韓国人コーチに教わることになりました。
　高校に進学する際、最初は県外の進学には反対でしたが、全国
大会優勝に導いた顧問や世界チャンピオンだったコーチがいるこ
とが決め手となり、埼玉県立大宮東高校に進学を決めました。い
ろいろな強豪校や大学、実業団とのネットワークがあり、本人に
とってとても恵まれた環境でした。今の本人があるのは、この高
校を選択したことがすごく大きかったと思います。
　高校３年生の１月に、試合中に左膝の半月板を損傷する大けが
をしました。手術を回避し様子を見ましたが結局、４月に日本ユ
ニシスに入社した後に手術し、試合に戻れたのは11月でした。やっ
と復帰できたと思っていた次の年の４月、今度は右膝の半月板を
損傷し、再び手術することになりました。当時は絶望感でいっぱ
いでしたが、この大けがの経験がなかったら人に支えられている、
応援されている“喜び”を知らずにいたかもしれません。多くの人
に支えてもらっていることを知る、貴重な経験だったと今は思い
ます。この２度の手術は希望を精神的に大きくしてくれました。
　オリンピックで本人はメダルをと言っていますが、親としては
長い間目指してきたその舞台に立てるだけで夢のように感じま
す。大町市の皆さんをはじめ、多くの皆さんに支えてもらってい
ることに感謝しています。本当にありがとうございます。

「奥原希望さんを応援する会」会員募集中！
　応援する会では、市役所やＪＲ信濃大
町駅に懸垂幕を、旭町交差点に横断幕を
掲げました。会長である牛越市長は「大町
市出身者初の五輪選手を、市民の皆さん
と一緒に応援していきたい」と話しました。
　今後、激励・壮行会、パブリックビュー
イングなどを計画する予定です。ぜひご
入会ください。
■会費　いずれも年会費

▽会費　2,000円

▽賛助会員　１口10,000円
■申し込み　大町市体育協会や市役所本庁舎などにある振込
用紙に必要事項を記入の上、郵便局でお振り込みください。
■問い合わせ　奥原希望さんを応援する会事務局
　（大町市体育協会内）　℡・有線２２－７６５８

９歳の誕生日 姉・未来さん、兄・大
だい

生
き

さん
と共に家族で祝う

小学６年 ＡＮＡアジアユースジャパンＵ-13
優勝。市役所を訪れ牛越市長に報告

中学３年 成人も出場する全日本総合選手権
に出場。父・圭永さんが見守る

高校２年 全日本総合選手権を最年少で優勝。高校３
年 世界ジュニア選手権で優勝。インターハイも連覇

一本木神社での必勝祈願の絵馬に「リオで
金」とメダルへの意欲を見せる

※２ 写真提供　奥原圭永

※２

※２

※２
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災害に備えて防災・減災

地震に備える
自分の命を守る
■屋内にいたら

　倒れる家具などから身を守るた
め、防災頭巾や座布団などで頭を
保護しながら、テーブルなどの下
に逃げ込み、その脚をしっかり押
さえましょう。さらにドアを開けるなどの脱出路の確
保や、懐中電灯などの明かりを確保しましょう。

■屋外にいたら
　建物やブロック塀の倒壊、窓ガラスの落下などの危
険を避け、空地などの安全な場所に避難しましょう。

被害の拡大を防ぐ 
■火災の拡大を防ぐ

　身の安全を確保することを第一
に、火元の確認や初期消火をする
ことにより、火災を防ぐことがで
きます。また避難する際には、災害時の停電が復旧し
た際にアイロンなどから火災が発生しないよう、電気
のブレーカーを落としましょう。

■交通の混乱を防ぐ
　災害時には、救急・救助活動や消火活動のため、交
通規制が行われます。自家用車での避難は、規制や渋
滞による逃げ遅れの原因や、救急活動などの妨げにな
りますので、絶対にやめましょう。
　車の運転中に地震が発生した場合は、安全に道路
脇に停車し、ラジオなどで情報の収集をしましょう。
車を離れて避難する場合は、救急活動などの支障とな
らないよう、キーを付けたままにしましょう。
 

助け合いを 
　高齢者や障がいのある人、妊婦、小さい子どもなど
は、避難の際に周りの手助けが必要です。自分の身の
安全を確保しながら、近くに援助を必要とする人がい
れば助け合いましょう。

安否の確認
■家族の集合場所・連絡方法
　学校や仕事などで家族が離れているときに地震が
発生した場合の集合場所や、安否確認の連絡方法をあ
らかじめ家族全員で決めておきましょう。

■災害用伝言ダイヤル
　災害時には、被災地域に通話が集中して電話がか
かりにくくなるため、災害用伝言ダイヤルを利用し
ましょう。“１７１”をダイヤルし、ガイダンスに従っ
て音声メッセージを録音しておくと、家族が“１７１”
をダイヤルして聞くことができます。ほかにも、携帯
電話会社の伝言サービスがありますので、あらかじめ
操作方法を確認しておきましょう。

日頃の備え 
■避難場所・避難所を確認
　お住まいの地区の指定緊急避難場
所と指定避難所を確認しておきま
しょう。

■家具の固定
　倒れやすい家具や家電は固定しましょう。つっぱ
り棒のタイプは、天井の強度が十分かどうか注意し、
壁にネジで固定する場合は、壁の中に材木がある部分
に固定する必要があります。

■ガラスの飛散を防止
　割れたガラスが飛散するとけがの原因や避難の妨
げになります。あらかじめガラスに飛散防止フィルム
を貼ることや、カーテンを閉めておくことで飛散を防
ぐ効果があります。また、飛散したガラスの上を歩け
るように日頃からスリッパを履くことや、寝室に靴を
置くことも有効です。

■最低限３日分の食料・水の備蓄を
　災害発生直後は、食料や水などの支援物資が届くま
で時間がかかるかもしれません。各家庭で、最低限３
日分の食料や水の備蓄をお願いします。

　４月に熊本県を震源とする熊本地震が発生し、最大震度７の激しい揺れ
や強い余震で甚大な被害をもたらしました。大町市も糸魚川―静岡構造線
断層帯の上に位置し、いつ大規模な災害が発生してもおかしくない状況です。
　地震が発生したときに、被害を少なくする防災・減災対策についてご紹
介します。また災害は地震だけではなく、これからの季節は雨による、水
害や土砂災害にも注意が必要です。

■問い合わせ　消防防災課消防防災係　℡ 市 内線５１５・５１６
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水害・土砂災害に備える
　これからの時期は雨量が多くなります。近年、全国
各地で、ゲリラ豪雨など局地的な大雨による土砂災害
が発生しています。
　国は６月を「土砂災害防止月間」と定め、被害防止を
呼び掛けています。

命を守るための３つの心得
　水害や土砂災害は、深夜にも発生することが多くあ
ります。事前に備えておくことで、いざというとき慌
てず行動できるようにしておきましょう。

1 ハザードマップなどで
　危険箇所を確認
　ハザードマップは、浸水
被害や土砂災害の発生する
危険のある場所を示した地
図で、22年度に「大町市防
災マップ」として全戸に配布
しています。市ホームペー
ジでも確認できます。

2 雨が降り始めたら情報を確認
　テレビやラジオ、インターネットなどで気象庁によ
る警報、市からの避難情報などを確認しましょう。

気象庁の気象警報と注意報
大雨特別警報 数十年に一度の降雨量となる大雨

が予想される場合に発表されます。
浸水や土砂災害などの重大な災害
が発生する恐れが著しく大きな状
況です。

大 雨 警 報 大雨による重大な浸水災害や土砂
災害が発生する恐れがあると予想
される場合に発表されます。

洪 水 警 報 大雨、長雨、融雪などにより河川
が増水し、重大な河川の増水や氾
濫などの災害が発生する恐れがあ
ると予想される場合に発表されま
す。

大雨注意報 大雨による浸水災害や土砂災害が
発生する恐れがあると予想される
場合に発表されます。

洪水注意報 大雨、長雨、融雪などにより河川
が増水し、氾濫などの災害が発生
する恐れがあると予想される場合
に発表されます。

避難情報の種類と行動

避難準備情報 配慮が必要な人（高齢者、障がい
者、乳幼児、その他の災害時特に
配慮が必要な人）など、避難に時
間がかかる人は、避難を始めてく
ださい。また、周りの人は支援を
始めてください。
通常の避難ができる人は、気象情
報に注意し、家族との連絡や非常
用品を持ち出す用意など、避難準
備を始めてください。

避 難 勧 告 通常の避難ができる人は、決めら
れている避難場所などに避難を始
めてください。

避 難 指 示 避難中の人は、すぐに避難を完了
してください。また、屋外が危険
な場合は、自宅や近くの建物の２
階などに避難し、屋内で安全を確
保してください。

3 豪雨になる前の早めの避難
■危険を感じたら避難を
　テレビやラジオ、市からの避難
情報などを確認し、早めの避難が
必要です。特に夜間の避難は周り
が見えにくいため危険です。

■水平避難と垂直避難
　夜間で見通しが悪いなど、避難
場所への移動（水平避難）が危険
な場合は、自宅の上の階や近隣の
高い所へ移動（垂直避難）し、救助
を待ちましょう。

■避難したら戻らない
　安全が確認され
るまで、避難場所
から自宅に戻るこ
とは避けましょう。
大事な物や忘れ物
などを持ちに帰る
のは大変危険です。
また、雨が上がっ
ても、地中に染み
込んだ水により、土砂災害が発生する場合があるの
で、沢筋や傾斜地からは離れましょう。
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アート・プロジェクト募集
　北アルプス山麓の歴史、文化、自然を生かしたアート作品や、
豊かな地域資源を活用した創造的なプロジェクトを募集します。
■応募期間　７月15日（金）　午後６時まで
■採用作品数　５点程度　※応募状況に応じて増減します。
■応募資格

▽北アルプス国際芸術祭の趣旨を理解している人

▽提案内容により、一定期間現地に滞在し、住民を交えた企画
制作などができる人

▽主体的に活動しながら、創造的なまちづくりの一端を担える人
■応募方法　事前に１プランにつき出品料1,000円をお支払い
の上、募集要項に定めるものを提出してください。詳しくは、
公式ホームページにある募集要項をご覧ください。
■審査員　総合ディレクター　北川フラムさん（アートディレ
クター）
■制作費　採用作品には、制作費補助として上限200万円が支
払われます。
■その他　詳しくは、公式ホームページをご覧ください。
※最終的な制作費の金額は、見積書の提出などを経て決定しま
す。制作費以外の金額（交通費・宿泊費など）は支払われません。

現地見学会
　総合ディレクターの北川フラムさんと現地見学会を行います。
■日時　６月12日（日）　午前11時30分～午後５時（予定）
■その他　詳しくは、公式ホームページをご覧ください。

　北アルプス国際芸術祭実行委
員会では、公式ホームページを
開設しました。
　芸術祭概要や信濃大町の紹介、
公募情報、新着情報などを随時
更新し掲載していますので、ご
覧ください。

http://shinano-omachi.jp

北アルプス国際芸術祭
公式ホームページ開設

「アート・プロジェクト募集」を
開始しました

北アルプス国際芸術祭2017

～信濃大町　食とアートの廻廊～

■問い合わせ
　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局　（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）　℡ 市 内線５３６

【広告】

北アルプス国際芸術祭 検索
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動

情
報
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
自
治
会
内
の
情
報
を
回
覧
板
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
市
民
生

活
に
必
要
な
行
政
情
報
紙
「
広
報

お
お
ま
ち
」
な
ど
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
災
害
時
に
は
隣
近
所
の
助
け
合

い
が
重
要
で
す
。
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
犯
罪
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　
道
路
や
公
園
の
清
掃
活
動
や
ご

み
集
積
所
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　触
れ
合
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通

じ
て
、
住
民
相
互
の
触
れ
合
い
や

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代

間
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域

で
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
地
域
の
み
ん
な
で
見
守
り
、

支
え
合
う
地
域
福
祉
活
動
や
青
少

年
健
全
育
成
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
ご
み
の

な
い
き
れ
い
で
清
潔
な
ま
ち
を
目

指
し
、
26
年
度
か
ら
「
地
域
環
境

美
化
活
動
月
間
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
を
ご
み

の
散
乱
か
ら
守
り
、
後
世
へ
と
引

き
継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
月
間
中
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

環
境
美
化
に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
を
清
潔
で
明
る
い
環
境
に
す

る
た
め
に
、
積
極
的
な
参
加
や
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
の
取
り
組
み

▽
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
点

検
・
整
備

▽
不
法
投
棄
物
の
片
付
け

▽
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど

▽
環
境
美
化
意
識
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、
回
覧
板
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
集
会
時
の
活
動

▽
不
法
投
棄
防
止
な
ど
の
立
て
札

の
設
置

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

▽
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

▽
月
間
中
の
自
治
会
が
取
り
組
む

活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
人
は
、

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
連
合
自
治
会
事
務
局（
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
市
内
線
８
３
１

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

北沢会長も自治会加入をＰＲ

や
さ
し
さ
を
ま
ち
づ
く
り
に
！

６
月
は「
自
治
会
未
加
入
者
加
入
促
進
強
調
月
間
」

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
自
治
会
の
加
入
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
６

月
を
強
調
月
間
と
し
て
加
入
促
進
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
治
会
加
入
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
地
区
の
自
治
会
長（
区
長
）ま
た
は
市
連
合
自
治
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
連
合
自
治
会
事
務
局（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）　
℡
市
内
線
８
３
１

６
月
は「
地
域
環
境
美
化
活
動
月
間
」

あ
な
た
が
住
ん
で
い
る
地
域
は

ご
み
が
な
く
き
れ
い
で
す
か
？
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近
隣
・
周
囲
の
環
境
に

配
慮
し
ま
し
ょ
う

　
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
近

隣
の
住
民
に
事
前
に
周
知
し
、
周

辺
の
環
境
や
地
形
、
時
間
帯
、
天

候
、
風
向
き
な
ど
十
分
に
考
慮
し
、

薬
剤
の
飛
散
や
流
出
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
特
に
、
学
校
・
保
育
園
・
病
院
・

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
街
路

樹
・
住
宅
地
と
近
接
す
る
土
地
、

住
宅
地
に
隣
接
し
た
家
庭
菜
園
・

市
民
農
園
を
含
む
農
地
で
は
、
農

薬
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
す
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に

最
大
限
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

　
誘
引
・
塗
布
・
樹
幹
注
入
・
粒

剤
な
ど
、
飛
散
の
少
な
い
農
薬
を

日
頃
の
点
検
と
早
期
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ガ
の
一
種
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、
県
内

で
は
通
常
６
月
上
旬
〜
７
月
上

旬
と
、
８
月
上
旬
〜
９
月
上
旬

の
年
２
回
発
生
し
、
桜
や
果
樹
、

豆
類
、
野
菜
な
ど
を
食
害
し
ま

す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
と
、
集
団
で
食
害
し
、

周
囲
の
樹
木
ま
で
被
害
が
拡
大

す
る
た
め
、
樹
木
を
所
有
す
る

人
は
日
頃
の
点
検
と
早
期
の
駆

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

見
つ
け
た
ら

❶
ふ
化
し
て
間
も
な
い
幼
虫
は

ク
モ
の
糸
が
絡
ん
だ
よ
う
な
袋

状
の
巣
に
い
ま
す
。
巣
ご
と
枝

先
を
切
り
取
り
、
踏
み
つ
ぶ
す

な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
の
時
期
の
駆
除
が
一
番
効

果
的
で
す
）

❷
発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が
分
散

し
た
と
き
は
、
薬
剤
で
駆
除
し

ま
す
。

　
薬
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布
す
る

場
合
は
、
害
虫
の
発
生
箇
所
の
み

に
散
布
す
る
な
ど
、
最
小
限
の
散

布
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

　
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ
ズ
ル
を
使

用
し
、
動
力
噴
霧
器
の
圧
力
を
上

げ
過
ぎ
な
い
な
ど
、
農
薬
の
飛
散

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
無
風
ま
た
は
風
が
弱
い
と
き
に

行
い
、
作
業
中
は
風
向
き
や
ノ
ズ

ル
の
向
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

最
新
の
情
報
を
入
手
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
新
た
な
残
留
基
準
値
に
基
づ
き
、

使
用
方
法
が
変
更
さ
れ
た
農
薬
が

あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
使
用
し
て

い
る
農
薬
で
も
、
必
ず
最
新
の
情

報
を
購
入
先
な
ど
で
確
認
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要

で
す
。
使
用
す
る
薬
剤
は
樹
木

に
よ
り
異
な
り
、
使
用
基
準
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
薬
販

売
店
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

❸
自
ら
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、

造
園
・
害
虫
処
理
業
者
に
直
接

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防
除
用
噴
霧
機
の

無
料
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
薬
剤
散
布
用
の
動

力
噴
霧
機
を
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
地
域
で
連
携
し
、
一

斉
に
防
除
す
る
と
効
果
的
で
す
。

自
治
会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
農
業
振
興
係
に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
農
業
振
興
係
へ
。

※
事
前
の
電
話
予
約
が
可
能
で

す
。

■
そ
の
他
　
薬
剤
や
燃
料（
ガ

ソ
リ
ン
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

運
搬
手
段
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

農
薬
に
よ
る

事
故
防
止
の
た
め
の

注
意
事
項

▽
農
薬
の
調
製
ま
た
は
散
布
を
行

う
と
き
は
、
農
薬
用
マ
ス
ク
・
保

護
メ
ガ
ネ
な
ど
の
防
護
装
備
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
使
い
慣
れ
た
農
薬
で
も
使
用
前

に
必
ず
ラ
ベ
ル
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▽
農
薬
を
他
の
容
器
（
特
に
飲
食

品
の
容
器
）
に
移
し
替
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
毒
物
ま
た
は
劇
薬
に
該
当
す
る

農
薬
だ
け
で
な
く
、
農
薬
は
全
て
、

安
全
な
場
所
に
鍵
を
掛
け
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

６
～
８
月
は

　
農
薬
の
取
り
扱
い
が
増
え
る
６
～
８
月
は
「
農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間
」
で

す
。
農
薬
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
と
適
正
な
使
用
を
心
掛
け
、
農
薬

に
よ
る
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
　
℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
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６
月
１
～
７
日
は
水
道
週
間

第
58
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
市
で
は
、「
大
町
市
地
域
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
水
道
事

業
の
効
率
的
な
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
必

要
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
に
よ
る
水
道
料
金
収
入
の
減
少

や
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維

持
管
理
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
水
道
週
間
は
水
道
事
業
の
取
り

組
み
や
課
題
を
、
広
報
活
動
な
ど

を
通
じ
て
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
全
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
の
水
道
施
設

　
大
町
市
で
初
め
て
水
道
を
整
備

し
た
の
は
大
正
13
年
で
す
。
当
時
、

飲
み
水
と
し
て
使
っ
て
い
た
水
路

な
ど
の
水
質
が
年
々
悪
く
な
り
は

じ
め
た
た
め
、
極
め
て
き
れ
い
で

豊
富
な
湧
水
を
た
た
え
て
い
た
現

在
の
居
谷
里
水
源（
三
日
町
）を
水

道
用
水
の
水
源
と
し
て
選
び
、
そ

の
水
を
市
街
地
ま
で
引
き
、
各
所

に
共
同
用
の
蛇
口
を
設
け
、
み
ん

な
が
一
緒
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
水
道
用
水
の
水
源
は
、

居
谷
里
水
源
を
は
じ
め
26
カ
所
あ

り
、
安
全
で
安
心
な
水
を
供
給
で

き
る
よ
う
に
水
質
検
査
機
関
に
よ

る
水
質
検
査
の
ほ
か
、
市
内
各
水

系
で
、
塩
素
濃
度
・
色
・
濁
り
を

毎
日
検
査
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
給
水
装
置

　
配
水
管
か
ら
各
家
庭
に
水
を
引

き
込
む
た
め
に
は
、
給
水
管
、
止

水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な

ど
の
給
水
装
置
が
必
要
で
す
。
給

水
装
置
の
う
ち
水
道
メ
ー
タ
ー
は

水
道
事
業
者（
大
町
市
）の
所
有
物

で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
、
各
家
庭

の
所
有
物
で
す
。
日
頃
か
ら
点
検

や
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

漏
水
に
ご
注
意
を

　「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」（
検
針
票
）
に
前
年
同
期
の
水

道
使
用
量
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

前
年
同
期
と
比
べ
使
用
量
が
極
端

に
増
え
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
家
庭
で
漏
水
を
確
認
す
る
に
は
、

家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
使
用
量
を
示
す
数
字

の
下
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト（
銀
色
の
羽

根
車
）の
動
き
を
見
ま
す
。
動
い
て

い
れ
ば
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
一
覧
」と
検
索
）に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
工

事
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
以
外
で
は
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１
・
７
２
２

じ
ゃ
口
か
ら　
安
心
と
ど
け　
未
来
ま
で

　
市
で
は
、
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進
を
図
り
、
地
域
の
資

源
で
あ
る
間
伐
材
な
ど
の
有
効

活
用
を
目
的
と
し
て
、
28
年
度

か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
購
入
の
補
助

を
開
始
し
ま
す
。

■
申
請
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人

▽
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

■
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
こ
と

▽
県
内
に
事
業
所
ま
た
は
代
理

店
が
あ
る
事
業
者
か
ら
購
入
す

る
こ
と

▽
熱
効
率
が
60
％
以
上
の
機
能

を
有
す
る
こ
と

▽
28
年
度
中
に
ス
ト
ー
ブ
の
設

置
が
完
了
し
、
現
地
確
認
が
可

能
で
あ
る
こ
と

▽
設
置
し
た
ス
ト
ー
ブ
を
５
年

以
上
使
用
す
る
こ
と

▽
市
の
住
宅
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
、農
林
水
産
課
庶
務
・

林
業
振
興

係
に
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

既
に
購
入

し
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

■
補
助
金
額
　
上
限
10
万
円

■
申
し
込
み

　
購
入
前
に
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
直
接
、
農
林
水
産
課
庶
務
・

林
業
振
興
係
へ
。

※
申
請
書
は
、
農
林
水
産
課
庶
務
・

林
業
振
興
係
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

　
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入
の
補

助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
農
林
水
産
課
庶

務
・
林
業
振
興
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
庶
務
・
林
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
６
２

28
年
度
よ
り

薪
ス
ト
ー
ブ
購
入
を
補
助
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信濃大町
ブランド戦略
　市では、ブランド力向上に向けた取り組みを生産
者や商業者、関係機関などによる協働で進めるこ
とを目指し、平成28年４月から37年３月を計画期
間とする「信濃大町ブランド戦略」を策定しました。
　計画の詳しい内容は、市ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。
■問い合わせ
　商工労政課ブランド振興担当　℡市内線５４３

信濃大町ブランド戦略策定の背景と課題
　これまで、大町市は他地域にない素晴らしい資源が数多くありながら、それらをブランドイメー
ジに高める発信が十分ではありませんでした。
　そこで、大町市を「地域」として捉えた場合の差別的優位性や存在価値をしっかりと見定め、こ
れに磨きをかけることによって、大町市の魅力や信頼性を向上させていく必要があります。

信濃大町ブランド確立の目的
　商品が売れることによる地域イメージの向上と、市のイメージの統一的・戦略的な発信により、
地域イメージを向上させ「買いたい」「交流したい」「住みたい」という人を増やし、最終的に地域の
活性化や移住・定住人口の増加を目的としています。

大町市の地域ブランド戦略の名称
　大町市の認知度が低い原因の一つとして、「大町」という地名が日本全国にあり、「大町市」が長
野県にあることすら知らない人が多いことにあると考えられます。
　「信濃大町」の名称は、元々はＪＲ東日本の駅名として使用されていましたが、最近では、市の
観光宣伝において、「大町市」ではなく、「信濃大町」の呼称を使用することが増えています。
　「信濃大町」の呼称は、歴史的背景を感じさせながら長野県内に位置することを相手に伝えるだ
けでなく、「信濃大町」の読みが耳当たりの良さを伝える側面もあります。
　このことから、今後、「信濃大町」の呼称を、主に経済的な側面における総合的なブランド名と
して、統一的に使用していくこととなりました。	
　このため、大町市の地域ブランド戦略の名称は、「信濃大町ブランド戦略」としています。
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募 集
信濃大町ブランドキャッチフレーズ
　信濃大町をイメージすることができ、ブラ
ンドコンセプトの「水」を印象付けるキャッチ
フレーズを募集します。
■応募期間　６月27日（月）まで
■応募資格

国内にお住まいの人ならどなたでも
■応募条件

▽１人３点まで　 ▽自作かつ未発表のもの
■応募方法

応募用紙に住所、氏名、年齢、電話番号を
記入の上、郵便、ファクス、Ｅメールまた
は直接、商工労政課ブランド振興担当へ。

■発表・賞金
後日ホームページにて　最優秀作品３万円
※複数の場合は割ります。

■その他
詳しくは市ホームページをご覧ください。

■問い合わせ
商工労政課ブランド振興担当
℡ 市 内線５４３　FAX ２３－４６６０
〒398-8601　大町市大町３８８７
Eメール　SYOUKOU@city.omachi.nagano.jp

目標を達成するための施策・
事業

■基本戦略に関する施策・事業

▽自然環境の保全、景観形成

▽歴史・文化資源を磨き、現代に活用する

▽地元農産物の地産地消の活発な取り組み

■水ブランド戦略

▽水を活かした商品やサービスの提供

▽親水スポットの創出

▽地域の水を知る機会の創出

▽デザイン力や物語性の強化

▽特産品開発コンテスト等の実施

■コミュニケーション戦略に関する
　施策・事業

▽ロゴマーク、キャッチフレーズの作成

▽水イメージの統一的な情報発信

▽大町市出身者や大町市ゆかりの著名人の
　協力による、信濃大町の情報発信

▽おおまぴょんファン感謝デー等の開催

28年度の取り組み（予定）

▽ロゴマーク・キャッチフレーズの作成

▽デザイン力や物語性の強化

▽特産品開発コンテストの実施　など

【商品ブランドと地域ブランドの違い】
　商品ブランドは、その商品に対する信頼や好感であり、
地域ブランドは、地域の特長を生かした「商品ブランド」
と、その地域のイメージである「地域そのもののブラン
ド」とが、良いイメージを作っている場合をいいます。

ブランド・コンセプト
　ブランド・コンセプトは、信濃大町のブランド化の展開を図るため、信濃大町ブランドの根本
となる考え方を明らかにしたものです。
　市民意識調査の結果では、大町市に対するイメージの中で、最も多かったのは、「自然豊かなま
ち」です。また、大町市の地域資源でも、自然関係の地域資源が数多くあります。
　大町市の沿革から、古くは豊富な水を利用した稲作が農業の中心となっており、米と水を利用
した地酒などがつくられてきました。また、近代以降は、信濃大町の「自然と水」を活用し、水力
発電を行ったり、豊富な地下水を利用した製造業が地域に立地しています。
　こうしたことから、魅力ある信濃大町ブランドの確立を目指して、ブランド・コンセプトを次
のように定めています。

「自然と人が共生し、水が地域と人を育むまち」
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■開 会 式　７月３日（日）　午前８時　運動公園陸上競技場（雨天時は総合体育館大アリーナ）
■競技開始　午前９時30分　　■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２―８８５５

期日・種目
７月３日（日）

ソフトボール、ソフトバレーボール、ソフトテニス、
ゲートボール、サッカー、弓道、柔道、マレットゴル
フ、ミニテニス、バドミントン

７月10日（日）
ソフトボール、野球、女子バレーボール、卓球、サッ
カー、グラウンド・ゴルフ、テニス、剣道

７月17日（日）
野球

参加資格
市民限定の種目

ソフトボール、野球、女子バレーボール、ソフトバレー
ボール（男女混合）、ゲートボール、マレットゴルフ
※ソフトボールは、各地区の代表チームが出場します。

市民限定の種目以外
市内に通勤・通学している人も出場できます。

※年齢制限のある種目は、平成28年４月１日現在の
満年齢を適用します。

　大町美麻ロードレース実行委員会では、「2016大町美麻サイ
クルロードレース大会」を７月17日（日）に美麻地区で開催します。
今回は「全日本学生ＲＣＳ第３戦　大町美麻ロードレース」として
行われ、熱戦が期待されます。
　特設周回コース（１周12.6㎞）が広範囲にわたることから、交
通整理などに協力いただけるボランティアを募集します。
　全国トップレベルの自転車ロードレースの醍

だい

醐
ご

味
み

を味わえます。大勢の皆さんのご協力をお願いします。

■申し込み　６月30日（木）までに、電話または直接、大町美麻ロードレース実行委員会事務局へ。

■その他　締め切り後に説明会を行います。

■問い合わせ　大町美麻ロードレース実行委員会事務局（大町市美麻支所産業建設係内）　℡２９－２３１１

申し込み
　６月17日（金）までに、総合体育館または八坂公民
館、美麻公民館へ。ただし、ソフトボール、野球、女
子バレーボール、ソフトバレーボール、ゲートボー
ル、サッカーは、６月22日（水）開催の主将会議までに、
総合体育館へ。申込用紙は、総合体育館または八坂公
民館、美麻公民館にあります。

■主将会議　６月22日（水）午後６時30分から総合体
育館小アリーナで、ソフトボール、野球、女子バレー
ボール、ソフトバレーボール、ゲートボール、サッカー
の主将会議を行います。欠席したチームは失格となり
ます。必ず出席してください。

■注意事項

▽参加者は各自（各チーム）スポーツ保険などに加入し
てください。

▽参加する人は、開会式に必ず出席してください。

▽ごみや空き缶などは各自で持ち帰ってください。

■その他　今回の「広報おおまち」と一緒に、大会の開
催要項および種目別実施細目を回覧しますので、ご覧
ください。

7月3日（日）・10日（日）・17日（日）

7月17日（日）

夏季大会　　みんなで参加しよう！

市民スポーツ祭 

2016 大町美麻サイクルロードレース大会

ボランティア募集 
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10月16日（日）
　日本陸上競技連盟公認コースとしては、国内で最も
標高が高い場所を走る大町アルプスマラソン。コース
は高低差200ｍで、厳しくも走り応えがあります。秋
の爽やかな風の中、日本の屋根を一緒に走りましょう！
　出場者のほか、参加する選手の皆さんが心温まる大
会となるよう、大会を一緒に支えるボランティアの皆
さんも募集します。大町アルプスマラソン実行委員会
では、「協働のまちづくり」事業の一つとして取り組み、
市民がみんなで支え合う大会を目指しています。

■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局

　　　　　　　℡２２－７６６４　FAX８５－５７８８

■申し込み

▽振替用紙　８月８日（月）までに必要事項を記入の上、

参加料を添えて、ゆうちょ銀行または郵便局へ（当日消

印有効）。振替用紙は、実行委員会事務局、市役所本庁舎、

郵便局、市観光協会などにあります。

▽インターネット　８月21日（日）までに、パソコンまたは携帯電話から大会ホームページにアクセスしてお申し込

みください。申し込みの際に支払方法を選択してください（クレジットカード、コンビニ、ＡＴＭなど）。

http://www.omachi-sports.com/alps-marathon/

  運営ボランティア募集
■ボランティアの内容　選手給水所の運営、駐車場案内、コース誘導、競技場内サービスなど

■申し込み　７月29日（金）までに、電話または直接、大町アルプスマラソン実行委員会事務局へ。

  出場者募集
■参加資格　小学生以上で健康な人

■種目・参加区分・定員・参加料　表のとおり。「３㎞」は、

日本陸上競技連盟の公認コースではありません。「一般」

は高校生を含みます。「３㎞ペア」以外は男女の区分があ

ります。定員は全種目で4,500人（先着順）です。

種目 参加区分 定員 参加料

フルマラソン
（42.195㎞） 一般／壮年 2,500人 5,000円

ハーフマラソン
（21.0975㎞） 一般／壮年 1,500人 4,000円

10㎞ 一般

500人

3,000円

３㎞（Ａ） 小学１・２年生

1,500円
３㎞（Ｂ） 小学３・４年生

３㎞（Ｃ） 小学５・６年生

３㎞（Ｄ） 中学生／一般

３㎞ペア 中学生以下と
一般のペア 3,000円

【広告】

第33回
大町アルプスマラソン



広報おおまち　2016.6 14

　公共施設や店舗などに設置されている「障がい者等駐車場区画」を適正にご利用いただくため、
障がい者や高齢者、妊産婦など移動に配慮を要する人に県が県内共通の「利用者証」を発行する「信
州パーキング・パーミット」制度がスタートしました。
■問い合わせ

▽長野県地域福祉課　℡０２６－２３２－００５３　 ▽福祉課福祉係　℡ 市 内線４１２・４１３

■利用証交付対象者・有効期限

身体障がい者 障がい区分により基準があります 発行日から５年以内

知的障がい者 療育手帳A１、A ２の人 発行日から５年以内

精神障がい者 精神障害者保健福祉手帳１級の人 発行日から５年以内

発達障がい者 歩行に介助者の特別な注意が必
要と認められた人

発行日から５年以内

難病患者 特定医療費（指定難病）受給者お
よび特定疾患医療受給者

発行日から５年以内

高齢者 介護保険要介護１以上の人 発行日から２年以内

妊産婦 母子健康手帳取得者 母子健康手帳の取得
から出産後２年間

その他けが、または
病気などがある人

歩行が困難であることを診断書
で確認できる人

必要な期間

■申請方法
必要書類に必要事項を記入の上、郵送（〒380-8570　県庁地域福祉課　
※住所は不要）または直接、県庁地域福祉課、大町保健福祉事務所へ。

■必要書類

▽  交付申請書（福祉課福祉係、大町保健福祉事務所にあります。県ホーム
ページからも入手できます）

▽障がい等が分かる書類の写し（障害者手帳、介護保険被保険者証、母子
健康手帳など。交付対象者により異なります）

▽返信用切手（140円分）
※代理人が窓口に来る場合は、代理人の身分証をお持ちください。

■利用証の種類

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

信州パーキング・パーミット
制度がスタート

障がい者等用
駐車場利用証

　「
児
童
手
当
現
況
届
」は
、
前
年

の
所
得
や
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
　
６
月
30
日(

木
）

■
受
付
窓
口

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

▽
大
町
市
八
坂
支
所
民
生
係

▽
大
町
市
美
麻
支
所
民
生
係

■
夜
間
受
付

【
日
時
】　
６
月
30
日（
木
）

午
後
７
時
ま
で

【
会
場
】　
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

■
届
出
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
手
当
現
況
届
（
変
更
が
あ

る
場
合
は
修
正
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
印
鑑

▽
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険

証
の
写
し
（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
不
要
で
す
）

▽
子
ど
も
が
市
外
に
別
居
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
市
町
村
発
行
の
子

ど
も
を
含
む
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
平
成
28
年
１
月
１
日
に
大
町
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
受
給
者
は
、

就
労
し
て
い
る
親
の
前
住
所
地
の

市
町
村
発
行
の
27
年
分
所
得
の
所

得
証
明
書
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

28
年
度
児
童
手
当
の
支
給

■
支
給
日

▽
６
月
期
　
６
月
10
日（
金
）

▽
10
月
期
　
10
月
7
日（
金
）

▽
２
月
期
　
29
年
２
月
10
日（
金
）

■
支
給
額（
金
額
は
月
額
）

▽
３
歳
未
満

　（
一
律
）…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　（
第
１
子
・
第
２
子
）…
１
万
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　（
第
３
子
以
降
）

…
…
…
…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生

　（
一
律
）…
…
…
…
…
…
１
万
円

▽
所
得
制
限
超
過
世
帯
の
児
童

　（
一
律
）…
…
…
…
５
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
　

℡
市
内
線
６
８
１
・
７
５
７

※
対
象
駐
車
区
画
を
利
用
の
際
、
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
な
ど
に

か
け
て
車
外
か
ら
見
え
る
よ
う
に
掲
示
し
ま
す
。

　
　

▽

車
い
す
使
用
者
　
　 ▽

車
い
す
使
用
者
以
外

市役所前の
障がい者等用駐車場
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平成29年
4月採用 大町市職員募集

おおまぴょん衣装デザイン募集!!

　地方分権時代を迎え、市町村職員には、積極的に地域固有の政策課題に取り組んでいくことが求められています。
　大町市では、時代の変化を常に認識し、新たな発想と課題に挑戦する高い意欲と能力のある職員を求めて
います。協調性と創造性に富み元気な人、市民の皆さんと共に「きらり輝くおおまち」をつくっていきませんか。

■問い合わせ　庶務課職員係　℡ 市 内線５１３

共通事項
■受験手続き　受験案内・試験申込書は、庶務課職員係でお渡しします。郵便で請求する場合は、92円切
手を貼り宛名を記入した返信用封筒（長３サイズ）を同封してください。市ホームページから入手もできます。
ただし提出するときは、普通紙Ａ４サイズを使用してください。詳しくは、受験案内をご覧ください。

▽郵送での請求先　〒398-8601　大町市大町3887　大町市役所総務部庶務課職員係

募集職種
上　　級

保育士
初　　級　（※）

一般事務 土木技師 一般事務 土木技師

募集人数 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

応募資格

昭和61年４月２日～平成７年４月１日
生まれ

昭和56年４月２日～
平成９年４月１日

生まれ

昭和61年４月２日～
平成11年４月１日

生まれ

昭和61年４月２日～
平成11年４月１日

生まれ

４年制大学卒業
（見込み）程度の学
力を有する人

４年制大学の土木
課程卒業（見込み）
程度の学力を有す
る人

保育士の資格を有
するか、資格取得
見込みの人

高等学校卒業（見
込み）程度の学力
を有する人

高等学校土木科卒
業（見込み）程度の
学力を有する人

　本人が平成28年４月２日以前から大町市に住民票があり住んでいるか、進学・就職等で
大町市を離れているが、帰省先（実家）が大町市である人。なお、上級一般事務、上級土木
技師および初級土木技師には住所要件はありませんが、地域活動への参加や災害など非常
時の迅速な対応のため、採用後は市内へ居住することを要件とします。

受付期間 ６月１日（水）～17日（金） ８月３日（水）～24日（水）

１次試験 ７月２日（土） ９月18日（日）

２次試験 １次試験合格者を対象に８月下旬の予定 １次試験合格者を対象に11月上旬の予定

※初級一般事務、初級土木技師は、短期大学または大学卒業（見込み）の人も受験できます。

　大町市キャラクターおおまぴょんの「市内外で大町市をＰＲするときに着用する衣装」をテーマにした

衣装デザインを募集します。入賞作品は、ホームページやチラシなどで活用されるほか、実際におおまぴ

ょんが着ることもあるかもしれません!?　皆さんからの応募をお待ちしています。

■応募期間　７月８日（金）まで
■応募資格　住所、年齢、職業など問いません。
■応募条件　 ▽１人１点　 ▽自作かつ未発表のもの　 ▽画材・色彩・技法は自由
■応募方法　応募用紙にタイトルまたは衣装の説明、住所、氏名、年齢、電話番号、

メールアドレスを記入の上、郵送または直接、ブランド振興担当へ。
■発表・賞品　７月中旬にホームページにて　表彰状およびおおまぴょんグッズ
■その他　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、ブランド振興担当にお問い合わせください。
■問い合わせ　商工労政課ブランド振興担当　℡ 市 内線５４３　〒398−8601　大町市大町3887
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　こんにちは。情報発信担当の稲澤
です。協力隊は５月から芸術振興担
当が１人増え、４人体制になりまし
た。全員で行う業務もあるので、仲
間が増えてうれしい限りです。今回
からほかの隊員も随時自己紹介して
いきます。
　私は「おおまちイイトコ探し隊」と
して今回とても興奮する取材をしま
した。それは囲碁のタイトル戦「十

段戦」です。大町の皆さんにはおなじみかもしれません
が、こんなすごい試合がこの町で行われているなんて！
　前人未到のタイトル７冠が懸った大試合。全国から押
し寄せたのは熱狂的な囲碁ファンだけではありません。
首都圏から新聞社、テレビ局、雑誌など60人を超すマス
コミがわんさか取材していました。私も市の広報担当者
も地元新聞社の記者さんも、負けじと撮影場所を確保し
ましたよ。
　期待された井山棋聖は大町では黒星が付き、次の対局
で７冠達成となりました。囲碁＆大町ファンの私として
は、大町で勝ってくれればもっとよかったのに！　と勝
手な思いを持ってしまいましたが…。井山さん、また来
年来てくださいね！　（稲澤そし恵）
■問い合わせ　農林水産課農業振興係　℡市内線６３５

　初めまして。山岸さ
くらです。
　現在まちづくり交流
課で、国際芸術祭やあ
さひＡＩＲ事業に携わ
る仕事をしています。
　前職は、東京で販促
資材の手配業務などを

していました。長野県内出身で、高校までは伊
那、小諸、長野、松本に住んでいましたが、大
町は初めてです。季節ごとの美しい景色や旬
の味覚など、これからさらに大町市ならではの
魅力を知っていきたいと思っています。趣味は、
いろんな人とハイタッチをすることです。
　どうぞよろしくお願いいたします！

　こんにちは！　小澤と申します。
　京都で芸術分野の仕事や大
学の講師などを務めていました
が、４月から大町に魅かれてやっ
てきました。
　まずは水道水のおいしさに
びっくりしています。まだまだ大
町初心者なので好奇心を抑えら

れず、時間があれば大町探索を楽しんでいます。
　来年は市内で国際芸術祭があるということで運営事
務局に携わっています。芸術祭に関してはさまざまな
葛藤もあるかと思いますが、大町の魅力を発信する機
会につなげたいと思っていますのでご指導お願い申し
上げます。
　趣味はサッカー、登山です。

協力隊が市内の“イイトコ”を発信しています。

今月の担当は
稲澤そし恵隊員

山岸さくら
（松本市出身）

小澤貴弘
（埼玉県滑川町出身）

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌②

終局後の「感想戦」はカメラのレンズが
曇るほどの熱気でした

八日町ポケットパークにある詰碁の問
題、解けるかな？

東町にあるアルプス囲碁村会館、みん
な遊びにきてね！おおまちイイトコ探し隊 検索

check!
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地引き網と水上トレッキング
～木崎湖 湖水開き～　６月12日日

　北アルプスの麓に静かに水をたたえる木崎湖。釣りや
水上スポーツが盛んなほか、周辺には、温泉や塩の道、
森城址、信濃木崎夏期大学などがあります。
　その木崎湖の観光シーズン幕開けとなる湖水開きです。
新緑の中、地引き網にチャレンジし、湖畔をゆっくり歩
いた後は、湖上をモーターボートで爽快に湖上散歩！　
昼食には木崎湖鍋の振る舞いがあります。また、参加者
全員にゆ〜ぷる木崎湖入浴券のプレゼント。ご家族でお
出掛けください。

■日時　６月12日(日)　午前８時30分～午後１時20分
※小雨決行

▽受付　午前８時～８時30分　木崎湖キャン
プ場

■対象・定員　小学生以上　先着80人
■内容　 ▽地引き網

▽湖畔をトレッキング（約４㎞）

▽湖上でのモーターボート乗船
■費用　中学生以上1,000円、小学生500円
■持ち物　昼食、飲み物、雨具、軍手、着替え（湖に入る場合）

※サンダルなどでの参加はご遠慮ください。
■申し込み　事前に電話で、大町市観光協会へ。

■問い合わせ
　大町市観光協会　℡２２－０１９０
　ホームページ　　

 信濃大町なび　 　検索

６月のイベント予定
期日 イベント名（会場）

5日日 第59回針ノ木岳慎太郎祭　※１

12日日 第15回北アルプス雪形まつり
雪形ステージ　※１

12日日 木崎湖湖水開き・
地引き網と水上トレッキング

19日日 第16回中綱湖へら鮒釣り大会
（中綱湖）

　26日日～
10月15日土 黒部ダム観光放水（黒部ダム）

※１　広報おおまち５月号に掲載しています。
変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　観光課庶務管理係　℡ 市 内線５６１

　
す
っ
か
り
田
植
え
が
済
ん
だ
田

ん
ぼ
で
は
、
苗
が
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び

始
め
、
初
夏
の
風
に
そ
よ
い
で
い

ま
す
。

　
４
月
に
突
然
発
生
し
た
熊
本

地
震
か
ら
既
に
１
カ
月
半
が
た

ち
ま
し
た
が
、
な
お
不
便
な
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
も
多
く
、

あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
だ
余
震
が
長
引
い
て
お

り
、
復
旧
は
徐
々
に
進
ん
で
お
り

ま
す
も
の
の
、
被
災
し
た
家
屋
な

ど
の
片
付
け
が
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
と
の
報
道
に
心
が
痛
み
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
大
町
市
で
も
必
要

な
救
援
物
資
を
現
地
に
送
り
届

け
ま
し
た
ほ
か
、
義
援
金
の
募
集

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
迫
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
出
場
が
決
ま
っ
た

奥
原
希の

ぞ
み望

選
手
が
大
勢
の
市
民

の
熱
い
期
待
に
応
え
、
頂
点
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。「
奥

原
選
手
を
応
援
す
る
会
」に
は
、

こ
れ
ま
で
６
０
０
人
も
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
応
援
の
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
は
空
手
の
種
目
追
加

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
決
定
す
れ

ば
、
市
出
身
の
宇
海
水み

ず

稀き

選
手

の
出
場
、
そ
し
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
県
教
育
委
員

会
で
は
、
強
化
選
手
を
指
定
し
て

支
援
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
か
ら

は
体
操
の
松
村
朱あ

か

里り

選
手（
大
町

岳
陽
高
）と
坂
口
彩
夏
選
手（
第
一

中
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。
若
い
２

人
の
選
手
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
夢

や
感
動
、
喜
び
を
与
え
て
く
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の
力
に
よ
り
、

市
の
元
気
の
再
生
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第82回】
いよいよオリンピック

大町市長　牛越徹
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

全
園
開
園

　初心者から経験者までが楽しめるマウンテンバ
イクや渓流での水遊び、植物や動物と触れ合える
ネーチャーガイドツアーなど北アルプスの自然を
満喫できます。

　懐かしさを感じる里山風景と安曇野の習慣・文
化に触れ合える場です。春は菜の花、夏はソバの
花、田んぼやあぜに咲く季節の野草が楽しめ、絶
滅危惧種オオルリシジミ蝶の保護育成も行っています。また、古田を活用した農体験プログ
ラムも楽しむことができます。

　国営アルプスあづみの公園は６月18日（土）午前10時30分、新たに大町・
松川地区の「自然体験ゾーン」、堀金・穂高地区の「里山文化ゾーン」が開園し、
約353ヘクタールの全園が開園します。

詳細は、公園管理センターにお問い合わせください。ホームページでもご確認いただけます。

■問い合わせ

▽国営アルプスあづみの公園管理センター（大町・松川地区）　℡２１－１２１２

▽国営アルプスあづみの公園管理センター（堀金・穂高地区）　℡０２６３－７１－５５１１
ホームページ　http://www.azumino-koen.jp/

川遊び・乳川河原エリア

棚田エリア

リフレッシュの森・渓流エリア

里山文化再生エリア

スポーツと遊びの森エリア（イメージ）

懐かしの風景エリア

大町・松川地区
自然体験ゾーン

堀金・穂高地区
里山文化ゾーン

大
町
・
松
川
地
区

堀
金
・
穂
高
地
区

６
月
18
日
土
午
前
10
時
30
分

新
規
エ
リ
ア
開
園

当
日
入
園
無
料

あづみの公園
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）は
、
い
よ
い
よ

全
園
開
園
。
６
月
18
日（
土
）は
入
園
無
料
に
な
り
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
多
数
開
催
す
る
ほ
か
、「
映
画
上
映
会
」や「
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
」

な
ど
お
楽
し
み
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
さ
ら
に
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
Ｆ
Ｍ
長
野「
エ
コ
ー
ズ
」水
曜
日
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
唐
木

さ
や
か
さ
ん
と
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｄ
Ｊ
つ
つ
み
慶
さ

ん
が「
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ツ
ア
ー
」「
河
畔
探
勝
エ
リ
ア
散
策
ツ
ア
ー
」に
同
行

し
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
10
日（
日
）ま
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
は
、
中
学
生
以
下
の
来
園
者
に
缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

特
典
も
！

　
６
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

Ｍ
Ｔ
Ｂ
ツ
ア
ー

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）

に
初
め
て
乗
る
人
も
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
付
く
の
で
安
心
。
家
族

や
友
達
と
楽
し
め
る
フ
ァ
ン
ラ
イ

ド
ツ
ア
ー
で
す
。

■
日
時
　
６
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）　
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
の
森

エ
リ
ア

■
対
象
・
定
員
　
小
学
生
以
上

各
回
先
着
10
人
　
※
小
学
生
は
保

■
日
時
　
６
月
18
日（
土
）～
７
月

10
日（
日
）の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
10
時
、
午
後
１
時

■
場
所
　
河
畔
探
勝
エ
リ
ア

■
定
員
　
各
回
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

キ
ッ
ズ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
教
室

　
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代
表
だ
っ
た
小
林
可
奈
子
さ
ん

に
よ
る
Ｍ
Ｔ
Ｂ
教
室
で
す
。

■
日
時
　
６
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）　
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
の
森

エ
リ
ア

■
対
象
・
定
員
　
小
・
中
学
生
　

各
回
先
着
10
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

■
料
金
　
２
０
０
０
円

■
協
力
　
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ク
ラ
ブ
安
曇
野

食
体
験

「
赤
飯
ま
ん
じ
ゅ
う
」づ
く
り

　
全
園
開
園
を
祝
い
、
中
信
・
南

信
地
方
で
お
祝
い
事
の
際
に
食
べ

る
、
赤
飯
を
ま
ん
じ
ゅ
う
で
包
む

「
赤
飯
ま
ん
じ
ゅ
う
」を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
18
日（
土
）・
19
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時
30
分

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
食
工
房

■
料
金
　
１
５
０
円

ク
ラ
フ
ト
体
験

「
自
転
車
の
ク
ラ
フ
ト
」

　
小
枝
や
木
の
実
な
ど
、
森
の
素

材
を
使
っ
て
自
転
車
の
オ
ブ
ジ
ェ

を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
18
日（
土
）～
26
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
３
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

教
室

■
料
金
　
２
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前
の

電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

護
者
同
伴

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

■
料
金
　
大
人
２
０
０
０
円
、小
・

中
学
生
１
５
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ッ
ク
３
０
０
０
円

河
畔
探
勝
エ
リ
ア
散
策
ツ
ア
ー

　「
青
葉
を
巡
る
路
」
を
テ
ー
マ

に
、
新
規
エ
リ
ア
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
で
す
。
飛
び
石
に
架
か
る
橋
を

渡
り
、
乳
川
の
対
岸
へ
向
か
い
ま
す
。

キッズＭＴＢ教室

赤飯まんじゅう

自転車のクラフト
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
民
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
市
が
財
政
面
か
ら
支
援
す
る
「
き
ら
り
輝

く
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
公
開
審
査
会

を
４
月
23
日
、
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
で
10
年
目
と
な
る
審
査
会
に
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
の
新
規
の
部
に
３
団
体
、
継
続

の
部
に
４
団
体
、
新
設
し
た
地
域
創
生
活
動
の

部
に
２
団
体
が
申
請
し
ま
し
た
。

　
各
団
体
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
市
民
８
人
に
よ
る
審
査
員
が

「
事
業
の
財
源
」「
事
業
の
構
築
方
法
」「
市
民
へ

の
還
元
方
法
」
な
ど
を
質
問
し
な
が
ら
審
査
し

ま
し
た
。

　
藤
井
一
男
審
査
委

員
長
は
「
発
表
で
は

大
町
を
再
生
し
よ
う

と
い
う
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
活

動
に
よ
り
、
地
域
や

人
づ
く
り
が
成
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
し
た

い
」
と
講
評
し
ま
し

た
。

　
助
成
は
９
団
体
全

て
に
、
総
額
８
８
０

万
２
３
０
０
円
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
故
事
「
敵
に
塩
を
送

る
」
で
上
杉
謙
信
が
武

田
信
玄
に
塩
を
送
っ
た

際
に
通
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
千
国
街
道

「
塩
の
道
」。恒
例
の「
塩

の
道
ま
つ
り
」
が
５
月

３
日
～
５
日
、
小
谷
村

か
ら
大
町
市
ま
で
の
行

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
３
日
間

で
約
６
７
０
０
人
が
参

　
市
は
５
月
６
日
、
新
た
な
授
産
施
設
、
美
麻
福
祉

企
業
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
働
く
意
思
が
あ
り
な
が
ら
、
身
体

障
が
い
や
知
的
障
が
い
、
家
庭
の
事
情
な
ど
で
一
般

企
業
に
就
労
が
困
難
な
人
に
、
自
立
し
た
生
活
を
目

指
せ
る
よ
う
就
労
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
現
在

市
内
で
26
人
が
登
録
し
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
旧
施
設
は
、
老
朽
化
や
耐
震
問
題
、
二
重
地
区
と

青
具
地
区
に
分
か
れ
て
い
た
作
業
所
の
統
合
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
重
地
区
旧
屋
外
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
新
た
に
建
設
し
ま
し
た
。

　
新
施
設
は
、
軽
量
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積

加
し
、
最
終
日
の
大
町
会
場
は
、
仁
科
三
湖
の

湖
畔
を
歩
く
湖
畔
道
中
コ
ー
ス
（
約
11
㎞
）
と
、

仁
科
神
明
宮
な
ど
の
文
化
史
跡
を
巡
る
山
麓
道

中
コ
ー
ス（
約
10
㎞
）に
県
内
外
か
ら
過
去
最
多

の
約
１
２
０
０
人
が
参
加
。
湖
畔
道
中
コ
ー
ス

で
は
、
昔
の
旅
姿
に
扮ふ

ん

し
た
人
な
ど
が
新
緑
の

古
道
を
歩
き
、
中
綱
湖
民
宿
組
合
や
木
崎
湖
温

泉
観
光
協
会
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
用
意
し
た
、

歩ぼ
っ

荷か

汁
や
餅
な
ど
の
振
る
舞
い
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　
大
阪
府
か
ら
ツ
ア
ー
で
参
加
し
た
と
い
う
石

田
早
苗
さ
ん
と
大
谷
伊
津
枝
さ
ん
は
「
景
色
が

素
晴
ら
し
い
。
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
地
元
の
人

や
沿
道
の
人
が
声
を
掛
け
て
く
れ
る
の
が
う
れ

し
い
」と
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

３
９
１
・
７
４
㎡
で
、

作
業
室
４
部
屋
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
ト

ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
障
が

い
者
用
ト
イ
レ
を
備
え
、

総
事
業
費
は
７
７
９
４

万
３
０
０
０
円
で
す
。

　
牛
越
市
長
は
「
利
用

者
の
力
が
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
が
こ
の
施
設
の

使
命
。
福
祉
企
業
の
拠

点
と
し
て
親
し
ま
れ

る
よ
う
努
め
た
い
」
と

祝
い
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

10
年
目
の
公
開
審
査
会

塩
の
道
ま
つ
り　
大
町
会
場
に

過
去
最
多
の
１
２
０
０
人
が
参
加

新
し
く
使
い
や
す
い
施
設
に

美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
が
完
成
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ときめきマイ・シティー

　
大
町
岳
陽
高
校
の
生
徒
会
は
５
月
10
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

熊
本
地
震
へ
の
義
援
金
を
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
大
町

地
区
長
の
牛
越
市
長
に
渡
し
ま
し
た
。

　
募
金
活
動
は
、
生
徒
会
役
員
27
人
が
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅
前

や
市
役
所
前
、
大
町
岳
陽
高
校
内
に
分
か
れ
、
４
月
21
日
、

22
日
の
朝
夕
に
市
民
や
学
生
な
ど
に
呼
び
掛
け
、
約
23
万
円

を
集
め
ま
し
た
。

　
大
町
北
高
校
出
身
の
生
徒
会
長
・
青
田
龍
輝
君
は
活
動
の

き
っ
か
け
に
つ
い
て
「
神
城
断
層
地
震
の
時
に
先
輩
た
ち
が

募
金
活
動
を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
て
、
今
回
、
自
分
も
や

り
た
い
と
思
っ
た
」。
大
町
高
校
出
身
の
生
徒
会
長
・
倉
科

有
希
さ
ん
は
「
私
も
青
田
君
と
同
じ
く
義
援
金
を
送
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
生
徒
会
長
２
人
で
生
徒
会
の
本
部
会

に
提
案
し
た
。

被
災
者
の
皆

さ
ん
に
少
し

で
も
安
心
感

を
届
け
ら
れ

た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
義
援
金
は

日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
、

被
災
地
の
義

援
金
配
分
委

員
会
か
ら
被

災
者
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

　
地
域
に
親
し
ま
れ
る
病
院
を
目
指
す
大
町
総
合
病

院
は「
人
と
人
が
笑
顔
で
つ
な
が
る
明
る
い
未
来
」を

テ
ー
マ
に
５
月
15
日
、
第
６
回
病
院
祭
を
開
催
し
、

約
４
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
院
内
で
は
、
血
圧
・
血
糖
値
な
ど
の
測
定
や
生
活

習
慣
病
な
ど
の
相
談
が
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ブ
ー

ス
、
子
ど
も
た
ち
が
調
剤
や
手
術
を
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
、
熊
本
に
収
益
を
送
ろ
う
と
職
員
が
持
ち

寄
っ
た
日
用
品
バ
ザ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
大

勢
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が

会
場
を
盛
り
上
げ
、
大
町
病
院
を
守
る
会
な
ど
の
関

係
団
体
が
出
店
や
振
る

舞
い
で
来
場
者
を
も
て

な
し
て
い
ま
し
た
。

　
信
濃
大
町
観
光
大
使

の
仁
科
亜
季
子
さ
ん
と

女
優
・
藤
田
弓
子
さ
ん
、

青
木
俊
樹
副
院
長
な
ど

に
よ
る
認
知
症
と
そ
の

介
護
に
つ
い
て
考
え
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

開
催
。
女
優
の
２
人
が

出
演
す
る
、
認
知
症
を

題
材
に
し
た
文
化
会
館

開
館
30
周
年
記
念
事
業「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」の
話
題

に
も
触
れ
、
終
了
後
に
は
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　
環
境
省
は
５
月
12
日
、

国
の
特
別
天
然
記
念
物

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

飼
育
、
繁
殖
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
施
設
に
、
昨

年
ま
で
の
東
京
都
恩お

ん

賜し

上
野
動
物
園
、
富
山
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
に

加
え
、
山
岳
博
物
館
を

選
定
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

　
昨
年
、
同
省
は
自
然

界
か
ら
卵
10
個
を
採
卵
し
、
２
園
で
ふ
化
、
育
成

し
ま
し
た
が
、
生
存
し
て
い
る
の
は
富
山
の
雄
３

羽
の
み
で
、
こ
と
し
新
た
に
12
個
を
採
卵
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ふ
化
・
飼
育
施
設
と
し
て
、

昭
和
38
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
飼
育
実
績
が
あ
る

山
岳
博
物
館
も
加
え
る
よ
う
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護

増
殖
検
討
会
で
意
見
が
出
さ
れ
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
岳
博
物
館
は
昨
年
、
新
ラ
イ
チ
ョ
ウ
舎
３
棟

の
整
備
や
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
近
縁
亜
種
の
ス

バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ふ
化
、
飼
育
を
開
始

し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
荒
井
今
朝
一
教
育
長
は
受
け
入
れ
予
定
の
４
個

の
卵
に
つ
い
て
「
ふ
化
や
飼
育
に
全
精
力
を
注
ぎ

た
い
。
来
年
度
に
は
人
工
繁
殖
や
施
設
の
増
設
に

も
取
り
組
み
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
被
災
者
へ

大
町
岳
陽
高
校
生
徒
会
が
募
金
活
動

人
と
人
が
笑
顔
で
つ
な
が
る

大
町
総
合
病
院
が
病
院
祭

山
岳
博
物
館

12
年
ぶ
り
の
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
再
開
へ
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生涯学習
大町公民館

平公民館・女性未来館ピュア

平成28年度　北アルプス囲碁・将棋大会　夏季大会
　恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（夏季大会）」を開催します。この機会に、実力を試してみませんか。参加無料で

す。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　７月３日（日）　午前９時30分　

　 　 　 　 ▽受付　午前９時～９時30分

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

■対象　中信地区にお住まいか、勤務している人

■種目　 ▽囲碁　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

　 　 　 　 ▽将棋　Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）

■申し込み　当日会場で受け付けしてください。

■その他　昼食の申し込みを当日受け付けます。（昼食代500円）

■問い合わせ

　大町公民館（文化会館）　℡・有線２２－９９８８

初心者のための山野草講座
　初心者を対象に、山野草の栽培方法を学ぶ講座です。実際

に鉢植えをして持ち帰ります。

■日時　６月25日（土）　午後１時30分～３時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいで初心者の人　先着18人

■講師　傳刀孝男さん（山野草愛好家）、山岳博物館学芸員

■費用　800円（材料代）

■持ち物　山野草を植える鉢２個（直径10cm程度）、手袋、

移植ごて　作業のできる服装でご参加ください。

■申し込み　６月６日（月）から受け付けを開始します。電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

サークル体験「太極拳」
　太極拳は、激しい運動は

ちょっと…という人でも大

丈夫！　深い呼吸とゆっく

り体を動かすことで、普段

使わない筋肉を強化し、血

流を良くする効果がありま

す。性別や年齢を問わず、初めての人でもお気軽

にご参加ください。参加無料です。

■日時　６月21日・28日　火曜日　午後７時～

９時

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着10人

■講師　飯島重雄さん（松本太極拳協会理事）

■持ち物　上履き用運動靴、ヨガマット（なけれ

ばバスタオル）　運動のできる服装でご

参加ください。

■協力サークル　大町太極拳

■申し込み　６月６日（月）～10日（金）までに、

電話または直接、平公民館・女性未来

館ピュアへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア

　℡・有線２２－０６９４
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総合体育館

常盤公民館

少年海洋教室　カヌー・ＯＰヨット
　カヌーとOPヨットの教室を木崎湖で開催します。初心者も大歓迎です。お気軽にお申し込みください。最終日には、

艇庫周辺のゴミ拾いも行います。教室終了後には、８月21日（日）開催の「木崎湖カップカヌー大会」に参加します。

■日時　７月９日（土）・23日（土）、８月２日（火）・10日（水）・

20日（土）　全５回　午前10時～午後３時（７月23日

のみ、午後０時30分〜３時）

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象・定員　市内にお住まいか通学している小学３年生～

中学生　先着12人

■費用　1,500円／人（保険料ほか）

■申し込み　６月30日（木）までに、本人または家族が費用を

添えて直接、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

楽しく健康になろう！　３Ｂ体操講座
　３Ｂ体操とは、ボー

ル、ベル、ベルターと

いう、Ｂの付く３つの

道具を使って、誰でも

無理なく楽しむことが

できる体操です。有酸

素運動による生活習慣

病の予防や筋力アップ

のほか、柔軟性やバラ

ンスの向上による転倒

の防止などが期待で

きます。参加無料です。

一緒に体を動かしてみ

ませんか。

■日時　６月22日（水）　午前10時～11時30分

■対象・定員　市内にお住まいの20歳以上の人　先着30人

■講師　山本ヤス子さん（大町３Ｂの会・（公社）日本３Ｂ

体操協会）

■持ち物　上履き用運動靴、飲み物　運動のできる服装で

ご参加ください。

■申し込み　６月15日（水）までに、電話または直接、常

盤公民館へ。

手で話そう　初めての手話講座
　手話は「目で見る言葉」です。初めての人を対象に、

あいさつや簡単な会話など、初歩的な手話を学べま

す。参加無料です。みんなで楽しく始めてみませんか。

■日時　６月23日・30日、７月７日・14日・21日・

28日　木曜日　全６回　午後７時～９時

■対象・定員　市内にお住まいの初心者　先着12人

■講師　清水礼子さん（第１回～５回・手話通訳者）、

山田明さん（第６回・大北聴覚障害者協会

会長）

■持ち物　筆記用具

■申し込み　６月15日（水）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。

■会場・問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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生涯学習

ギャラリー・いーずら

山岳博物館

介護予防たいそう
サポーター養成講座

　軽体操などを通して地域の介護予防活動にご協力

いただける「介護予防たいそうサポーター」の養成講

座を開催します。

　講座では、高齢者の身体の特徴や病気など健康づ

くりに必要な知識や体操、レクリエーションを学び

ます。介護予防

に役立つだけで

なく、受講者自

身の健康づくり

にもつながる内

容です。参加無

料です。大勢の

皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　７月５日・19日、８月２日・23日、９月

６日・20日　火曜日　全６回　午後１時

30分～３時

■会場　総合福祉センター　２階　大会議室

■対象・定員　市内にお住まいの人で、受講後地域

の運動教室などにご協力いただける人　

先着20人

■申し込み　６月１日（水）～24日（金）までに、電

話または直接、地域包括支援センターへ。

■問い合わせ

　福祉課地域包括支援センター　℡ 市 内線４１７

第15回浩和会和紙絵画展

　
和紙絵画作品約40点を展示します。入場無料です。

■日時　６月8日（水）～13日（月）　午前10時～午後

６時（最終日は午後４時まで）

ぴんぼけ倶楽部写真展
「季節からの贈り物」
　

　風景写真27点を展示します。入場無料です。

■日時　６月14日（火）～20日（月）　午前10時～午後

６時（最終日は午後５時まで）

写真展「ヒマラヤ　トレッキング」

　
ヒマラヤの山岳、花などの写真を展示します。入場

無料です。

■日時　６月23日（木）～28日（火）　午前10時～午後６時

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館２階）

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市 内線６２２

どうぶつ写生画展
　ゴールデンウイーク期間中に山岳博物館付属園で開催した

「どうぶつ写生大会」。このときに、子どもたちが描いた全作

品を展示します。

　いずれも子どもたちならではの感性にあふれた素晴らしい

作品ばかりです。大勢の皆さんのご来館をお待ちしています。

■期日　６月18日（土）～７月３日（日）　※６月20日（月）・

27日（月）は休館

■時間　午前９時～午後５時（最終日は午後４時30分まで）

■会場　山岳博物館　講堂

■入場料　無料（常設展示は、別途入館料が必要）

■問い合わせ　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１
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親子陶芸教室
　「陶芸の家」では、市内小中学生と保護者の皆さん

を対象に親子陶芸教室を開催します。

　日頃、体験する機会の少ない「陶芸」を通して創作

意欲を膨らませ、親子の触れ合いを深めましょう。

　当日は「陶芸の家」の会員が指導しますので、初め

ての人でもお気軽にご参加ください。

■日程

▽開講式・造形作業　７月２日（土）・３日（日）のい

ずれか１日　午前９時～11時

▽作品完成・鑑賞会・閉講式　８月６日（土）　午前

10時～11時

■会場　陶芸の家（東町　中央保健センター南隣）

■対象・定員　市内にお住まいの小・中学生と保護

者（中学生は本人のみでも参加できます）

各日先着10組

■費用　500円／人（材料費、保険料）

■申し込み　６月23日（木）までに、電話または直

接、福祉課高齢者・介護保険係へ。

■問い合わせ

　福祉課高齢者・介護保険係　℡ 市 内線４７４

看護協会講演会
　（公社）長野県看護協会大町支部では講演会を開催

します。どなたでも参加できます。申し込み不要、

参加無料です。

■日時　６月25日（土）　午後２時～

■会場　北アルプス医療センターあづみ病院本館　

７階　やまなみホール

■演題　注意したい心電図

■講師　富田威さん（北アルプス医療センターあづ

み病院副院長兼循環器センター長）

■問い合わせ

　北アルプス医療センターあづみ病院

　℡６２−３１６６

『八
は ち

丸
ま る

栗
く り

林
ばやし

家
け

文
も ん

書
じ ょ

一
い っ

括
か つ

』
（市有形文化財）

　ことしの３月24日『八丸栗林家文書一括』と『山
やま

千
せん

永
なが

田
た

家
け

文
もん

書
じょ

一
いっ

括
かつ

』の２件の文書類を、市の有形

文化財として新たに指定し、市指定文化財が81

件になりました。

　今回はそのうちの１件、大町の八丸栗林家に伝

わる文書一括をご紹介します。

　この文書は、松本藩大町組の大
おおじょうや

庄屋を長く務め

た、八丸栗林家の江戸時代・天正17（1589）年か

ら大正12（1923）年までの2,425点の文書類で

す。大きく２つの時代に分けられ、江戸時代を中

心とした近世文書が1,811点、明治・大正を中心

とした近代文書が614点です。

　近世文書は、大庄屋を84年間務めた際の記録

などが残され、江戸時代中期の大町組の様子の

ほか、大庄屋の仕事内容を知る上で大変貴重で

す。中でも大庄屋の日々の記録である「御
ご

用
よう

日
にっ

記
き

」

は14年分が残されており、当時の大町組内に起

こった出来事などをつぶさに知ることができます。

また、大庄屋は各村々の庄屋を統括し、藩の意志

の伝達や各村から挙がる願いを藩に届ける役目も

担っていました。そのため、栗林家にも「諸願書

留帳」が欠落はあるものの61年分が残っています。

　江戸時代から明治へ、さまざまな制度が変わる

中、栗林家は大町村の戸長や学校世話係などの要

職を務め、文書を残しました。これらの近代文書

は、大町村の行政や諸制度の変革を見る上でも、

明治の政策を地方の視点から見る上でも貴重な史

料です。

　次回は『山千永田家文書一括』をご紹介します。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�大町市の文化財
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情報ステーション
nformationI

募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
大
原（
大
町
）＝
１
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

▽
大
新
田（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

７
月
１
日（
金
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
お
住
ま
い

か
勤
め
て
い

る
人
で
、
単

身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る

親
族
が
あ
り
、

所
得
が
一
定

額
以
内
な
ど

の
基
準
に
合

う
人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は

禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
６
月
15
日（
水
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

接
、
学
校
教
育
課
庶
務
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１

６
月
23
～
29
日

男
女
共
同
参
画
週
間

　
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
の
１
週
間

を「
男
女
共
同
参
画
週
間
」と
定
め
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓

発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
28
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン
カ

ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」で
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
の
た
め
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

「
男
女
共
同
参
画
」し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

教
科
書
展
示
会

　
大
北
唯
一
の
教
科
書
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。
会
場
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
教
科
書
の
内
容
な
ど

お
知
ら
せ

大
町
市
奨
学
生
貸
与
制
度

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、高
等
学
校（
高

等
専
門
学
校
高
等
課
程
、
専
修
学
校
高

等
課
程
を
含
む
）や
、
大
学（
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
専
門
課
程
、
専
修
学
校

専
門
課
程
を
含
む
）
に
修
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

■
条
件
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

の
学
校
に
通
っ
て
い
る
た
め
大
町
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
、
帰
省
先（
実
家
）

が
大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
優
秀
で
健
康
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

▽
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、

県
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資

の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▽
高
校
生
　
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▽
大
学
生
　
３
万
円
以
内

■
返
済
方
法
　
対
象
と
な
っ
た
期
間
の

倍
の
期
間
に
、
月
払
い
か
年
払
い
で
返
済

■
申
し
込
み
　
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
、

学
校
教
育
課
庶
務
係
に
あ
る
奨
学
生
願

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

に
関
す
る
意
見
・
感
想
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
６
月
21
日（
火
）～
７
月
７
日

（
木
）の
平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
　
１
階
　
市

民
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

℡
市
内
線
６
１
３

仁
科
台
中
学
校
創
立
50
周
年

記
念
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
生
徒
の
学
校
教
育
充
実
を
目
的
に
バ

ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
も
募
集
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
１
日（
金
）　
午
後
３
時

50
分
～
５
時
20
分

■
会
場
　
仁
科
台
中
学
校
　
体
育
館

■
持
ち
物
　
上
履
き（
ス
リ
ッ
パ
）、
買

い
物
袋

■
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
　
農
産
物
、
食

料
品
、
手
作
り
品
、
日
用
雑
貨
、
学
用

品
、
衣
類（
新
品
の
み
）な
ど
事
前
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

仁
科
台
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
８
１
７

大原団地
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消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　
日
頃
の
訓
練
成
果
の
発
表
と
消
防
ポ

ン
プ
操
法
お
よ
び
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
技

術
の
向
上
発
展
、
消
防
団
員
の
士
気
の

高
揚
を
目
的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
良
い
機
会
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

見
学
や
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
大
会
・
日
時

▽
大
町
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
消

防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

６
月
19
日（
日
）　
午
前
８
時
～
午
後
３
時

▽
大
北
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

７
月
３
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～

■
会
場
　
鹿
島
槍
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
　
中
綱
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

緊
急
地
震
速
報
放
送
訓
練

　
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
も
し
も
の
と
き
に
慌
て

ず
に
身
を
守
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
家

庭
や
職
場
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
６
月
23
日（
木
）　
午
前
10
時

15
分
ご
ろ
　
※
災
害
の
発
生
、
気
象
状

況
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
放
送
内
容
　「
こ
ち
ら
は
こ
う
ほ
う

お
お
ま
ち
し
で
す
。
た
だ
今
か
ら
訓
練

放
送
を
行
い
ま
す
」「
緊
急
地
震
速
報
。

大
地
震
で
す（
２
回
）。
こ
れ
は
訓
練
放

送
で
す（
３
回
）」

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

定
時
メ
ロ
デ
ィ
ー
変
更

　
市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行

政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
定
時
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
か
ら
夕
刻
に
放
送
す
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
を「
早
春
賦
」に
変
更
し
ま
す
。

　「
早
春
賦
」は
大
正
２
年
に
発
表
さ
れ
た
、

作
詞
・
吉
丸
一
昌
、
作
曲
・
中
田
章
に
よ
る
、

大
町
や
安
曇
野
の
情
景
を
歌
っ
た
も
の
と

さ
れ
る
地
元
ゆ
か
り
の
唱
歌
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

　
長
野
県
内
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う

場
合
は
、（
公
財
）長
野
県
下
水
道
公
社

（
以
下

：

下
水
道
公
社
）
が
認
定
す
る

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」

の
資
格
が
必
要
で
す
。
下
水
道
公
社
で

は
、排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の「
更

新
講
習
」を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
・
会
場

▽
９
月
７
日
（
水
）　
若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル（
長
野
市
）

▽
９
月
14
日（
水
）　
長
野
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー（
岡
谷
市
）

■
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
受
付
　
午
後
０
時
30
分
～

■
対
象
　
平
成
23
年
度
試
験
合
格
者
お

よ
び
更
新
講
習
修
了
者
で
、
市
町
村
等

ま
た
は
下
水
道
公
社
に
責
任
技
術
者
の

登
録
が
あ
る
人

■
費
用
　
８
５
０
０
円
（
更
新
講
習
手

数
料
６
５
０
０
円
、
責
任
技
術
者
登
録

手
数
料
２
０
０
０
円
）

■
申
し
込
み
　
６
月
21
日（
火
）～
７
月

12
日（
火
）ま
で
に
、
郵
送（
当
日
消
印
有

効
）ま
た
は
直
接
、
下
水
道
公
社
へ
。
市

で
の
受
け
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
申
請

書
類
は
、
各
市
町
村
の
下
水
道
担
当
部
署

ま
た
は
下
水
道
公
社
本
社
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽（
公
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
本
社

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
２
３
７
３

▽
上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
２

交
通
事
故
に
よ
る
物
損
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
交
通
事

故
に
よ
る
物
損
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
７
月
２
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
５
時

■
会
場
　
長
野
県
司
法
書
士
会
館（
長
野
市
）

■
内
容

▽
事
故
で
双
方
の
車
が
破
損
し
、
ど
ち

ら
が
悪
い
の
か
争
っ
て
い
る

▽
相
手
の
車
が
破
損
し
、
修
理
代
を
請

求
さ
れ
て
い
る
　
ほ
か

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
長
野
県

司
法
書
士
会
へ
。

■
そ
の
他
　
当
日
は
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２
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　桜田スタジオ〜きらり☆大町人〜
　平・中綱の成澤伸治
さんは本業の大工の傍
ら、養蜂を手掛けてい
ます。ニホンミツバチ
の生態やおいしい蜂蜜
についてお聞きします。

 放送日  ……… 19日（日）、26日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～ダイヤル１１９～
　「梅雨時期を迎えるに当たって」と題して、大町
消防署消防副士長の長澤駿さんから日常生活で気
を付けるポイントについてのお話です。

 放送日  ……… ６日（月）、11日（土）　午後8：45

市議会（本会議）６月定例会
生放送　午前10：00～

＊本会議……………………………… 14日・30日
＊一般質問…………………………… 21日・22日

再放送　午前9：00、午後1：00、午後8：00
＊一般質問…………………………… 23日〜27日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊ソフトボール開幕試合（大町・平・常盤・社地区）
　……………………………………… １日〜19日
＊きらり輝く協働のまちづくり事業助成金公開審
　査会…………………………………… ６日〜12日
＊長野県少年少女合唱祭…………… 10日〜22日
＊北小学校　運動会………………… 24日〜29日
＊美麻小中学校　運動会…………………… 28日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊八坂小学校　花づくり（その２）…… １日〜２日
＊かえで保育園　三世代交流………13日〜 26日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツコーナーなど

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

図書館だより
－新着図書（一般）－　

おやすみ、ロジャー　魔法のぐっすり絵本［育
児・睡眠］��� カール・ヨハン・エリーン／著

死仮面［日本の小説］�������� 折原一／著

アカガミ［日本の小説］������� 窪美澄／著

クスリいらずで鼻はスカッとよくなる！［医学］
�������������� 大久保公裕／著

日本の女性議員　どうすれば増えるのか［政治・
行政］������������ 三浦まり／編著

男の�ええ加減�料理はフライパンひとつ　60
歳からの自立飯入門［料理］���� 石蔵文信／著

電力自由化がわかる本［電気事業］
���������� 木舟辰平、柳沼倫彦／著

さっと作れてずっと着られる大人のワンピース
とチュニック［洋裁］������ 伊藤みちよ／著

－新着図書（子ども向け）－

えぞふくろうふぶきをのりこえる［日本の絵本］
������������ 手島圭三郎／作・絵

しかけのないしかけえほん［日本の絵本］
���������������� のぶみ／作

バンブルアーディ［外国の絵本］
��モーリス・センダック／作・絵　さくまゆみこ／訳

とうもろこしからそだてるオムレツ［料理］
��� 真木文絵／文　石倉ヒロユキ／写真・絵

図解絵本　工事現場［土木工学］
�� モリナガ・ヨウ／作・絵　溝渕利明／監修

いわさきちひろ　子どもの幸せと平和を絵にこ
めて［伝記］���������� 松本由理子／文

森の小さなおはなし　雨の日のせんたくやさん
［日本の読み物］����� にしなさちこ／作・絵

－今月の推薦図書－

羊と鋼の森
宮下奈都／著　文藝春秋
　ピアノの調律に魅せられた
一人の青年。彼が調律師とし
て、人として成長する姿を温
かく静かで穏やかな筆致でつ
づった、祝福に満ちた長編小
説！　2016年本屋大賞受賞

幸せになる勇気　自己啓発の
源流「アドラー」の教えⅡ
岸見一郎・古賀史健／著　ダイ
ヤモンド社
　人は幸せになるために生き
ているのに、なぜ「幸福な人間」
は少ないのか？　アドラー心
理学の新しい古典『嫌われる勇気』の続編である
本書のテーマは、本当の「自立」と「愛」。あなた
の生き方を変える劇薬の哲学問答！

－今月の催し－

おはなしの森��� ４日（土）　午前10時30分
おいで　えほんのおへや� 21日（火） 午前11時
おりがみ教室������� 18日（土） 午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

● ケーブルテレビ 6月の番組から ●

● 有線放送 6月の番組から ●
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6月

室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽幼児用自転車（約２～３年前購入）����� 無料

▽アルミホイール付きラジアルタイヤ
　（１年使用、175／80Ｒ16）�������� 応談

▽ポータブルトイレ（７年前購入）������ 応談

▽大型犬用連結式スチールサークル
　（半年使用、W90・H110㎝、６枚合わせ）�� 応談

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってく
ださい。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立する
ことがあります。ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せていますので、
ご覧ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

今
月
の
納
税
な
ど

市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
第
１
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
６
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
６
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

納
期
限
は
６
月
30
日（
木
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,663（－ 3） 転入 128

男 13,915（＋ 16） 転出 121

女 14,748（－ 19） 出生 12

世帯数 11,826（＋ 25） 死亡 22
※５月 1 日現在、（　）内は前月比

　
特
集
の
奥
原
希
望
さ
ん
の
父
・

圭
永
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
話
の
中

に
、
中
学
３
年
の
秋
か
ら
家
族

で
練
習
し
た
時
期
が
あ
っ
た
そ
う
で「
練
習
し
て
い

る
と
周
り
は
声
を
掛
け
づ
ら
か
っ
た
み
た
い
で
す

（
笑
）」と
の
こ
と
。
後
日
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写

真
に
は
、
圭
永
さ
ん
の
周
り
に
大
量
の
シ
ャ
ト
ル

が
…
。
話
を
聞

い
た
時
は
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
五
輪

選
手
に
ま
で
な

る
家
族
練
習
は

す
ご
い
で
す
ね
。

無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

11日（土）
13:00〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
４日・25日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（金）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

14日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=中野勝志弁護士 （次回は７月12日　山内道生弁護士）

行 政

29日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

29日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

29日（水）
9:00〜12:00 美麻公民館

年 金 16日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

16日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

９日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52523日（木）

9:00〜12:00

育 児
17日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故
（要予約）

23日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
（要予約）

13日・27日
月曜日

13:00〜16:00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

13日・27日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 16日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 21日・28日 火曜日 13:00〜16:00 総合福祉センター

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）



May J.

SAT 15:30 open
16:00 start

　

出　演

主　催：大町市プロモーション委員会　　共　催：大町市・NBS長野放送
（お問合せ）大町市プロモーション委員会（大町市観光課内）　Tel 0261-23-5964

観覧者には立山黒部アルペンルート・大町温泉郷等で
割引などの特典あり！※詳しくは信濃おおまちなびをご覧ください。

http://www.kanko-omachi.gr.jp/

 
※発売開始6月11日（土）

  
　　　　　

,全席指定3000円（税込）

大町市文化会館 大ホール
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大町市文化会館

SEVEN VOJA

広報おおまち　2016.6 30

この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

6月
休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

  5日（日）

菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580

西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700

横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

12日（日）

小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

19日（日）

横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371

近藤医院 松川村 ☎ 62-9187

公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

26日（日）

平林医院 六九町 ☎ 22-2525

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  5日（日） 西澤歯科医院 幸　町 ☎ 22-5091

12日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

19日（日） おだ歯科 白馬村 ☎ 72-6482

26日（日） グリーン歯科クリニック 堀六日町 ☎ 23-6666

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  5日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512

12日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

19日（日） タカミ薬局 下仲町 ☎ 22-0180

26日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30〜20:45

休 診 日 5日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰ ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　フジテレビ「めざましテレビ」でおなじ
みの『めざましライブ』が大町にやってき
ます。出演はMayJ.とSEVEN VOJAの
圧倒的な歌唱力を誇る２組。観覧者には
立山黒部アルペンルートや大町温泉郷の
割引など特典も！

■日時　７月９日（土）

▽開演　午後４時

▽開場　午後３時30分
■会場　文化会館　大ホール
■チケット　全席指定3,000円（税込み）
■チケット発売日　６月11日（土）
[文化会館]
窓口販売　午前10時～
電話予約　午後１時〜　※残券がある場合
[プレイガイド] 
イープラス、チケットぴあ、イベントナガノ
■問い合わせ

▽文化会館　℡・有線２２－９９８８

▽大町市プロモーション委員会事務局
　（観光課内）　℡２３－５９６４

無料相談、有料相談は29ページに掲載しています

きらり★情報館


